
 

 
 

                                                             

                                    

 

 

� 概要 

E＆C VHP-FL は、E＆C VHP の床専用型で、電波暗室内の

試験対象物が位置する領域）への歩行路用として

VHP の本体材料と、ピラミッドの谷間を埋めるくさび状の

ブロックは、高い難燃性を持ったポリ塩化ビニールの表皮で覆われています。

 

 

� 主な用途 

E＆C VHP-FL は、特に電波暗室内に通路としての表面を確保するために設計された、歩行路用吸収体です。

高性能の吸収体であり、電波暗室内あるいはマイクロウェーブで高い吸収性能が必要な場所で使われます。

定格吸収性能を発揮する周波数帯の低領域で使う場合、言い換えれば、吸収体の厚さ（高さ）が半波長以下の場合

は、背面を金属板で裏打ちする必要があります。

ご要求により、工場出荷時に裏打ちしたものを提供することもできます。

波長に対して吸収体の厚さが充分になる用途では、金属板の裏打ちは不要です。

 

 

� 主な物理特性 

 

標 準 色 

底 面 寸 法 

最 高 使 用 温 度 
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の床専用型で、電波暗室内の無響領域（クワイエトゾーン、 

試験対象物が位置する領域）への歩行路用として設計された、上面が平坦な吸収体ブロックです。

ピラミッドの谷間を埋めるくさび状の硬い発泡材料で構成されています。

ポリ塩化ビニールの表皮で覆われています。 

は、特に電波暗室内に通路としての表面を確保するために設計された、歩行路用吸収体です。

高性能の吸収体であり、電波暗室内あるいはマイクロウェーブで高い吸収性能が必要な場所で使われます。

定格吸収性能を発揮する周波数帯の低領域で使う場合、言い換えれば、吸収体の厚さ（高さ）が半波長以下の場合

は、背面を金属板で裏打ちする必要があります。 

ご要求により、工場出荷時に裏打ちしたものを提供することもできます。 

吸収体の厚さが充分になる用途では、金属板の裏打ちは不要です。 
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吸収体ブロックです。 

硬い発泡材料で構成されています。 

は、特に電波暗室内に通路としての表面を確保するために設計された、歩行路用吸収体です。 

高性能の吸収体であり、電波暗室内あるいはマイクロウェーブで高い吸収性能が必要な場所で使われます。 

定格吸収性能を発揮する周波数帯の低領域で使う場合、言い換えれば、吸収体の厚さ（高さ）が半波長以下の場合



 

 
 

� 定格寸法と重量 

 

 全高 A (cm) 

VHP-4-FL 18.0 

VHP-8-FL 26.0 

VHP-12-FL 37.0 

VHP-18-FL 54.0 

VHP-26-FL 74.0 

VHP-36-FL 99.0 

 

 

            
 

 

 

� 電気的特性（反射係数） 

VHF-FL 特定タイプの性能は、製造の基になった当初の

UHF 帯では同一の性能。マイクロウェーブ帯では

また高い周波数領域での性能は、すべてのタイプにつき、

 

 

� 寸法・種類 

VHP-FL には、VHP に対応して、前出の表のように数種のタイプがあります。

各ブロックは直方体で、上面と側面はポリ塩化ビニールの表皮で覆われています。

裏面（底面）は、ブロックを作るのに使われた２個の

 

 

 

全長 B (cm) 全幅 C (cm) 重量 (kg)

122.0 61.0 6.0

122.0 61.0 8.0

122.0 61.0 11.0

122.0 61.0 16.0

122.0 61.0 19.0

122.0 61.0 28.0

 

特定タイプの性能は、製造の基になった当初の VHP の性能に対応しますが、下記の制約付です

マイクロウェーブ帯では 10～15 dB の低下。 

また高い周波数領域での性能は、すべてのタイプにつき、-35 dB 位が限度です。 

に対応して、前出の表のように数種のタイプがあります。 

各ブロックは直方体で、上面と側面はポリ塩化ビニールの表皮で覆われています。 

裏面（底面）は、ブロックを作るのに使われた２個の VHP の底面で、側面の表皮が少し底面まで伸張されています。

(kg) 
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下記の制約付です。 

の底面で、側面の表皮が少し底面まで伸張されています。 



 

 
 

� 使い方 

VHP-FL は床用に設計されているので、そのまま床の所定位置に置くか、

あるいはＥ＆Ｃ接着剤 13111 を使って接着できます。

この接着剤で、金属、木材、一般的なプラスチックやプラスチック合成材に容易に接着できます。

VHP-FL は電波暗室内には、控えめに使うことをお奨めします。歩行路は最小限に、しかも暗室の中央でなく、

壁に沿って配置するようにして下さい。信号源（送信場所）と無響領域へは、横または背後から近づくようにして、

VHP-FL を両場所の間に配置することは避けて下さい。

歩行路を暗室長さにまで伸ばさずに、短い歩行路と二つの人用扉の使用を考慮すべきです。

ご要求に応じ、特定の使い方に対する最適解決策をご提案する用意があります。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

◎本資料に記載されている性能値などは保証値ではありませんのでご了承ください。

◎本資料の記載内容を予告なく変更する、又は製品の製造を中止することありますので、その旨ご了承ください。
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◎本資料に記載されている性能値などは保証値ではありませんのでご了承ください。 

◎本資料の記載内容を予告なく変更する、又は製品の製造を中止することありますので、その旨ご了承ください。 

日本総代理店：G&G プランニング株式会社 電波事業部

TEL：03-5461-8791 FAX：03-5461-8415 

URL http://www.ggp.jp E-mail：denpa@ggp.co.jp 

取扱店：有限会社シールドテック工業 

TEL：072-206-9870 FAX：072-206-9871 

URL http://www.shield-tec.co.jp 

E-mail：info@shield-tec.co.jp 

一般的なプラスチックやプラスチック合成材に容易に接着できます。 

、控えめに使うことをお奨めします。歩行路は最小限に、しかも暗室の中央でなく、 

壁に沿って配置するようにして下さい。信号源（送信場所）と無響領域へは、横または背後から近づくようにして、

さずに、短い歩行路と二つの人用扉の使用を考慮すべきです。 

                    

2012201220122012----6666    

事業部 


